
法政学の探究LA 第8回

戦争の中を生きた学友たち

久納好孚を例に

2023年11月17日(金) F406教室



太
平
洋
戦
争
の
末
期
、
軍
部
は
戦
局
の

劣
勢
を
挽
回
す
る
た
め
、
若
き
兵
士
を
爆

弾
を
積
ん
だ
戦
闘
機
や
爆
撃
機
、
特
殊
潜

航
艇
や
特
殊
舟
艇
に
乗
せ
、
連
合
軍
の
艦

船
に
体
当
た
り
さ
せ
る
自
爆
攻
撃
を
行
わ

せ
た
。
「
特
別
攻
撃
隊
」
、
略
し
て
「
特

攻
」
で
あ
る
。



「俺は、君のためにこそ死にに行く」(東映 2007年公開)



序説 日本人とは？
一
九
四
四
年
十
月
二
十
一
日
、
最
初
に

「
特
攻
」
を
行
っ
た
の
は
、
あ
る
大
学
出

の
青
年
だ
っ
た
。
そ
の
青
年
の
出
身
大
学

と
は
？

①
東
京
帝
国
大
学

②
法
政
大
学

③
明
治
大
学

④
国
士
舘
大
学

Ｑ



久
納
好
孚(

く
の
う 

こ
う
ふ

一
九
二
一
～
四
四)

一
九
四
〇
年
四
月
、
法
政
大
学
専
門
部

法
律
科
入
学
、
四
二
年
七
月
、
卒
業
。

〔
参
考
文
献
〕

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納

好
孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


戦
史
の
上
で
「
特
攻
」
第
一
号
と
さ
れ

る
関
行
男
大
尉
が
出
撃
す
る
四
日
前
、
大

学
出
の
一
人
の
青
年
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
セ

ブ
島
か
ら
「
特
攻
」
へ
と
飛
び
立
っ
た
。

本
学
の
学
友
の
一
人
・
久
納
好
孚
で
あ
る
。

今
回
の
法
政
学
の
探
究
Ｌ
Ａ
で
は
、
神

風
特
攻
隊
「
ゼ
ロ
号
」
の
男
と
呼
ば
れ
る

彼
の
短
い
生
涯
を
辿
り
な
が
ら
、
戦
前
・

戦
中
の
本
学
の
歩
み
に
つ
い
て
考
え
て
み

た
い
。



序説 日本人とは？
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序説 日本人とは？

第一節 朝鮮半島での少年時代



久
納
好
孚
は
一
九
二
一(

大
正
十)

年
一

月
十
五
日
、
朝
鮮
仁
川
府
明
照
寺
＊
の
回

教
師
・
久
納
察
冏(

さ
っ
け
い)

の
四
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。

＊
東
京
芝
の
増
上
寺
が
、
朝
鮮
半
島
で
の
布
教

の
た
め
、
一
九
〇
三(
明
治
三
六)

年
、
久
納
察

冏
を
派
遣
し
て
建
立
し
た
寺

〔
参
考
文
献
〕

•

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久

納
好
孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫 
一
九
九
五
年) 

•

仁
川
教
育
会
編
『
仁
川
郷
土
誌
』
（
昭
和
７
年
）

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


久納好孚が生まれた
仁川(인천)



過
去
の
質
問
か
ら

Ｑ

久
納
好
孚
さ
ん
は
、
民
族
と
し
て
は
朝

鮮
の
方
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ

久
納
家
は
も
と
も
と
愛
知
県
の
出
身
で

内
地
出
身
の
日
本
人
で
す
。
浄
土
宗
の

僧
侶
で
あ
っ
た
父
親
の
久
納
察
冏
が
、

布
教
の
た
め
朝
鮮
半
島
に
派
遣
さ
れ
た

た
め
、
一
家
も
そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
。



序説 日本人とは？
久
納
好
孚
が
生
ま
れ
育
っ
た
一
九
二
〇

～
三
〇
年
代
、
朝
鮮
半
島
は
ど
の
よ
う
な

時
代
だ
っ
た
か
？

①
朝
鮮
王
朝
時
代

②
大
韓
帝
国
時
代

③
日
韓
併
合
後
の
日
本
統
治
時
代

④
朝
鮮
戦
争
後
の
南
北
分
断
時
代

Ｑ



序説 日本人とは？ 日
本
統
治
下
の
朝
鮮
半
島

朝
鮮
半
島
は
、
久
納
好
孚
さ
ん
が
生
ま

れ
る
十
一
年
前
の
一
九
一
〇
年
、
日
本
と

大
韓
帝
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
「
韓
国

併
合
に
関
す
る
条
約
」
に
よ
り
、
日
本
の

植
民
地
統
治
下
と
な
っ
た
。



吉田初三郎著『仁川』(朝鮮博覧会仁川協賛会 1929年)



吉田初三郎著『仁川』(朝鮮博覧会仁川協賛会 1929年)



久納好孚が生まれた
仁川(인천)の明照寺

吉田初三郎著『仁川』(朝鮮博覧会仁川協賛会 1929年)



仁川府内図(1931年)旧日本第一銀行(仁川開港博物館)



復元された旧日本租界の町並み



序説 日本人とは？ 多
民
族
国
家
の
標
榜

戦
前
の
日
本
は
、
日
清
戦
争
で
台
湾
、

日
韓
併
合
で
朝
鮮
を
版
図
に
収
め
、
多
民

族
国
家
で
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
て
い
た
。



多
民
族
国
家
の
標
榜

「(
わ
が
国
の)

国
民
の
大
多
数
は
大
和
民
族

に
し
て
、
其
の
数
五
千
四
百
余
万
に
及
ぶ
。

其
の
他
、
朝
鮮
に
は
約
一
千
六
百
万
の
朝

鮮
人
あ
り
、
台
湾
に
は
十
余
万
の
土
人
と

支
那
よ
り
移
り
住
め
る
三
百
余
万
の
支
那

民
族
と
あ
り
。
又
北
海
道
に
は
ア
イ
ヌ
、

樺
太
に
は
ア
イ
ヌ
其
の
他
の
土
人
あ
り
。

民
族
は
相
異
な
れ
ど
も
、
ひ
と
し
く
忠
良

な
る
帝
国
の
臣
民
た
り
。
」

文
部
省
『
尋
常
小
學
地
理
書 

巻
一
』(

一
九
一
九
年
発
行)



序説 日本人とは？
朝
鮮
な
ど
植
民
地
の
人
々
は
、
教
科
書

に
書
か
れ
て
い
る
と
お
り
、
「
ひ
と
し
く

忠
良
な
る
帝
国
の
臣
民
」
と
し
て
、
平
等

に
扱
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
？

こ
の
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
た
一
九
一
九

年
、
そ
の
現
実
が
露
呈
す
る
大
事
件
が
起

こ
っ
た
。
そ
の
事
件
と
は
？

①
第
一
次
世
界
大
戦

②
三
・
一
独
立
運
動

③
関
東
大
震
災

④
世
界
恐
慌

Ｑ



序説 日本人とは？
こ
の
教
科
書
が
編
纂
さ
れ
た
一
九
一
九

年
、
朝
鮮
で
は
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら

の
独
立
を
求
め
る
三
・
一
独
立
運
動
が
起

こ
っ
た
。

こ
の
運
動
が
朝
鮮
半
島
全
土
に
波
及
す

る
と
、
日
本
は
軍
隊
を
投
入
し
て
鎮
圧
に

当
た
っ
た
。
そ
の
結
果
、
堤
岩
里(

チ
ェ

ア
ム
ニ 

제
암
리)

事
件
な
ど
各
地
で
多
く

の
市
民
が
殺
傷
さ
れ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。



NHKスペシャル日本と朝鮮半島第02回「三一独立運動と親日派」より



堤
岩
里
事
件
の
指
揮
を
執
っ
た
の
は
、

有
田
俊
夫
と
い
う
陸
軍
歩
兵
中
尉
だ
っ
た
。

こ
の
事
件
が
国
際
的
な
批
判
を
浴
び
る
と
、

彼
は
責
任
を
問
わ
れ
、
軍
法
会
議
に
か
け

ら
れ
た
。

公
開
さ
れ
た
判
決
文
に
よ
れ
ば
、
彼
は

部
下
に
命
じ
て
近
辺
の
住
民
二
十
七
名
を

殺
害
、
教
会
や
家
屋
を
放
火
さ
せ
た
ほ
か
、

自
ら
も
被
害
者
一
名
と
そ
の
妻
一
名
を
斬

殺
し
た
と
い
う
。

こ
の
裁
判
で
有
田
俊
夫
中
尉
に
下
さ
れ

た
判
決
は
？

①
死
刑

②
無
期
懲
役

③
懲
役
三
年
、
執
行
猶
予
五
年

④
無
罪

Ｑ



「有田中尉に係る裁判宣告の件」1919年8月21日(アジア歴史資料センター)



久
納
好
孚
が
生
ま
れ
た
の
は
、
こ
の
事

件
か
ら
二
年
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
彼
は
朝
鮮
で
ど
の
よ
う
な
少

年
時
代
を
過
ご
し
た
の
か
？



久納好孚が少年時代を
過ごした大田(대전)



久納好孚が通った小学校跡



植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
で
の
少
年
時
代

久
納
家
に
は
、
好
孚
と
同
年
輩
の
崔
と

い
う
下
男
が
い
た
。
幼
時
か
ら
久
納
の
家

で
育
て
ら
れ
、
家
族
と
同
じ
よ
う
に
あ
つ

か
わ
れ
て
い
た
。
好
孚
は
、
こ
の
崔
と
と

も
に
育
っ
た
。

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
で
の
少
年
時
代

好
孚
の
小
学
校
時
代
の
こ
と
だ
。
あ
る

日
、
崔
が
日
本
人
の
子
供
に
い
じ
め
ら
れ
、

泣
い
て
帰
っ
て
き
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
好

孚
は
、
血
相
を
変
え
て
家
を
飛
び
だ
し
、

い
じ
め
た
日
本
人
の
子
供
を
殴
り
か
え
し

て
き
た
と
い
う
。

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


久
納
好
孚
は
乱
暴
者
だ
っ
た
の
か
？

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


植
民
地
支
配
下
の
朝
鮮
で
の
少
年
時
代

（
大
田
中
学
時
代
の
同
級
生
・
平
沢
一
郎
氏
談
）

「
久
納
は
平
和
主
義
者
で
す
よ
。
私
た
ち

の
中
学
校
で
は
、
上
級
生
が
下
級
生
を
よ

く
ぶ
ん
殴
っ
た
も
の
で
す
が
、
久
納
は
絶

対
に
暴
力
を
ふ
る
わ
な
か
っ
た
。
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好
孚

の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

大田中学校の軍事教練(1930年)



日
本
植
民
地
統
治
下
の
朝
鮮
半
島
に
生

ま
れ
な
が
ら
も
、
偏
狭
な
エ
ス
ノ
セ
ン
ト

リ
ズ
ム
（eth

n
o
cen

trism

、
自
民
族
中

心
主
義
）
に
陥
る
こ
と
の
な
い
心
優
し
い

少
年
。
そ
れ
が
少
年
時
代
の
久
納
好
孚
で

あ
っ
た
。

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


第二節 二人のＡ級戦犯



フ
ァ
シ
ズ
ム
の
時
代
へ

久
納
好
孚
が
思
春
期
を
迎
え
た
こ
ろ
、

日
本
は
軍
部
の
台
頭
に
よ
り
、
フ
ァ
シ
ズ

ム
の
道
を
ひ
た
走
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

二
・
二
六
事
件
の
翌
年
に
は
日
中
戦
争

が
お
こ
り
、
や
が
て
日
本
だ
け
で
も
三
百

万
人
以
上
の
犠
牲
者
を
出
し
、
国
土
を
焦

土
と
化
す
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
て

い
っ
た
。



な
ぜ
日
本
は
、
軍
部
の
台
頭
を
許
し
て

し
ま
っ
た
の
か
。
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
＊
は
そ

の
原
因
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

「
（
戦
前
の
）
日
本
に
お
い
て
、
国
家
主

義
的
か
つ
権
威
主
義
的
な
反
動
が
起
こ
っ

た
こ
と
の
裏
に
は
、
当
然
な
が
ら
、
数
世

紀
に
わ
た
っ
て
形
成
さ
れ
た
日
本
人
の
あ

る
特
質
が
あ
っ
た
。‥

‥

幾
百
年
も
の
武

家
政
治
の
下
に
あ
っ
た
日
本
人
は
、
軍
国

主
義
者
の
主
導
権
主
張
を
唯
々
と
し
て
う

け
い
れ
た
。
」

E
d
w

in
 O

. R
eisch

au
er: 

JA
P

A
N

 –
P

ast an
d
 P

resen
t, 

１
９
６
４
年

＊
一
九
一
〇
年
、
宣
教
師
の
次
男
と
し
て
日
本
に
生
ま
れ

る
。
十
六
歳
の
時
に
米
国
に
帰
国
。
一
九
五
〇
年
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
教
授
と
な
り
、
六
一
～
六
六
年
、
駐

日
大
使
と
な
り
日
米
の
相
互
理
解
の
た
め
に
活
躍
し
た
。

Edwin O. Reischauer (1910-1990)
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テ
ロ
に
よ
る
政
党
政
治
の
終
焉

七
百
年
に
お
よ
ぶ
軍
事
支
配
の
下
に

あ
っ
た
日
本
で
は
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

の
中
で
築
か
れ
た
政
党
政
治
は
あ
ま
り
に

脆
弱
で
あ
っ
た
。

一
九
三
二
年
、
満
州
事
変
を
中
国
と
の

外
交
交
渉
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た

犬
養
毅
首
相
は
暗
殺
さ
れ(

五
・
一
五
事
件)

、

そ
の
四
年
後
に
起
こ
っ
た
ク
ー
デ
タ
ー
未

遂
事
件(

二
・
二
六
事
件)

に
よ
っ
て
戦
前
の

政
党
政
治
は
終
焉
を
迎
え
、
日
本
は
軍
部

主
導
に
よ
る
戦
争
へ
の
道
を
歩
み
始
め
た
。犬養毅（1855～1932）



西暦 年齢 久納好孚の生涯と戦前・戦中の法政大学

1921年 0歳 1月15日、朝鮮の仁川府の明照寺に生まれる

31年 10歳 9月、満州事変(九一八事変)

32年 11歳 5月、青年将校らが犬養首相を暗殺(五・一五事件)

33年 12歳 法政騒動(～34年)

36年 15歳 2月、青年将校らがクーデターを起こす(二・二六事件)

37年 16歳
7月、法政大学予科で皇道派の軍人・荒木貞夫が修身を担当

7月、盧溝橋事件（七七事変）

38年 17歳 2月、治安維持法違反で本学教員4名を検挙(人民戦線事件)

39年 18歳 4月、法政大学専門部に大陸部が新設される

40年 19歳 4月、法政大学専門部法律科入学

41年 20歳 12月、日本が真珠湾を攻撃し、太平洋戦争が始まる

42年 21歳 9月、法政大学卒業後、第11期海軍予備学生飛行科入隊

43年 22歳 8月、1年間の訓練を経て、海軍少尉に任官

44年 23歳
6月19日、マリアナ沖海戦で日本空母機動部隊壊滅
10月20日、連合軍、フィリピン・レイテ島上陸
10月21日、神風特攻隊・大和隊隊長としてセブ島から出撃

45年 - 8月15日、終戦



荒木貞夫(1877～1966) 大川周明(1886～1957)

教
壇
に
立
っ
た
二
人
の
Ａ
級
戦
犯

日
本
が
軍
部
主
導
に
よ
る
戦
争
の
道
を

歩
む
中
、
法
政
大
学
の
教
壇
に
新
た
に
二

人
の
教
員
が
立
っ
た
。
戦
後
、
Ａ
級
戦
犯

と
し
て
訴
追
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
荒
木
貞

夫
と
大
川
周
明
で
あ
る
。



荒木貞夫(1877～1966)

荒
木
貞
夫
（
一
八
七
七―

一
九
六
六
）

五
・
一
五
事
件
や
二
・
二
六
事
件
を
起

こ
し
た
青
年
将
校
た
ち
の
カ
リ
ス
マ
的
存

在
で
あ
っ
た
皇
道
派
の
首
魁
。

一
九
三
六
年
に
起
こ
っ
た
二
・
二
六
事

件
後
、
一
時
失
脚
す
る
が
、
翌
三
七
年
、

法
政
大
学
の
予
科
で
修
身
を
担
当
。
三
八

年
に
は
文
部
大
臣
と
な
り
、
軍
国
主
義
教

育
を
推
進
し
た
。



西暦 年齢 久納好孚の生涯と戦前・戦中の法政大学

1921年 0歳 1月15日、朝鮮の仁川府の明照寺に生まれる

31年 10歳 9月、満州事変(九一八事変)

32年 11歳 5月、青年将校らが犬養首相を暗殺(五・一五事件)

33年 12歳 法政騒動(～34年)

36年 15歳 2月、青年将校らがクーデターを起こす(二・二六事件)

37年 16歳
7月、法政大学予科で皇道派の軍人・荒木貞夫が修身を担当

7月、盧溝橋事件（七七事変）

38年 17歳 2月、治安維持法違反で本学教員4名を検挙(人民戦線事件)

39年 18歳 4月、法政大学専門部に大陸部が新設される

40年 19歳 4月、法政大学専門部法律科入学

41年 20歳 12月、日本が真珠湾を攻撃し、太平洋戦争が始まる

42年 21歳 9月、法政大学卒業後、第11期海軍予備学生飛行科入隊

43年 22歳 8月、1年間の訓練を経て、海軍少尉に任官

44年 23歳
6月19日、マリアナ沖海戦で日本空母機動部隊壊滅
10月20日、連合軍、フィリピン・レイテ島上陸
10月21日、神風特攻隊・大和隊隊長としてセブ島から出撃

45年 - 8月15日、終戦



過
去
の
質
問
か
ら

Ｑ 

日
本
が
戦
争
へ
の
道
を
進
む
中
、
本

学
に
は
こ
れ
に
反
対
す
る
人
は
い
な

か
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

Ａ 

戦
後
、
本
学
の
総
長
と
な
る
大
内
兵

衛
先
生
を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、

経
済
学
者
の
立
場
か
ら
破
滅
的
な
戦

争
へ
と
向
か
う
日
本
の
軍
国
主
義
に

警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
日
中
戦
争
が
始
ま
る
と
、

治
安
維
持
法
違
反
で
検
挙
さ
れ
、
グ

ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
本
学
の
教
員

は
、
大
学
を
追
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し

た(

人
民
戦
線
事
件)

。



西暦 年齢 久納好孚の生涯と戦前・戦中の法政大学

1921年 0歳 1月15日、朝鮮の仁川府の明照寺に生まれる

31年 10歳 9月、満州事変(九一八事変)

32年 11歳 5月、青年将校らが犬養首相を暗殺(五・一五事件)

33年 12歳 法政騒動(～34年)

36年 15歳 2月、青年将校らがクーデターを起こす(二・二六事件)

37年 16歳
7月、法政大学予科で皇道派の軍人・荒木貞夫が修身を担当

7月、盧溝橋事件（七七事変）

38年 17歳 2月、治安維持法違反で本学教員4名を検挙(人民戦線事件)

39年 18歳 4月、法政大学専門部に大陸部が新設される

40年 19歳 4月、法政大学専門部法律科入学

41年 20歳 12月、日本が真珠湾を攻撃し、太平洋戦争が始まる

42年 21歳 9月、法政大学卒業後、第11期海軍予備学生飛行科入隊

43年 22歳 8月、1年間の訓練を経て、海軍少尉に任官

44年 23歳
6月19日、マリアナ沖海戦で日本空母機動部隊壊滅
10月20日、連合軍、フィリピン・レイテ島上陸
10月21日、神風特攻隊・大和隊隊長としてセブ島から出撃

45年 - 8月15日、終戦



人
民
戦
線
事
件

一
九
三
七
年
、
中
国
と
の
全
面
戦
争
に

突
入
し
た
日
本
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る

思
想
・
言
論
弾
圧
を
強
化
し
、
一
二
月
に

は
そ
れ
ま
で
合
法
で
あ
っ
た
非
共
産
党
系

の
活
動
家
を
検
挙
。
翌
三
八
年
二
月
に
は
、

本
学
の
教
員
四
名
を
含
む
官
私
大
の
教
員

が
一
斉
検
挙
さ
れ
た
。



検
挙
さ
れ
た
法
政
大
学
の
関
係
者

大
内

兵
衛(

五
〇
、
東
大
経
済
学
部
教
授)

有
澤

廣
巳(

四
一
、
同
助
教
授)

阿
部

勇(

三
七
、
法
政
経
済
学
部
教
授)

美
濃
部
亮
吉(

三
四
、
同
教
授)

南

謹
二(

三
四
、
同
教
授)

笠
川

金
作(

三
五
、
高
等
商
業
部
講
師)

＊
大
内
兵
衛
と
有
澤
廣
巳
は
当
時
東
大
の
教
官
で

あ
っ
た
が
、
戦
後
本
学
の
総
長
に
就
任
。



有
澤
廣
巳
元
総
長
の
回
顧
談

〔
解
説
〕

当
時
、
東
大
の
助
教
授
で
あ
っ
た
有
澤

廣
巳
は
、
こ
の
事
件
で
起
訴
さ
れ
た
後
、

東
大
を
休
職
処
分
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
陸
軍
の
調
査
機
関
・
秋
丸
機

関
に
招
か
れ
、
経
済
調
査
班
英
米
班
主
査

と
し
て
、
英
米
と
日
本
と
の
経
済
比
較
を

行
い
、
そ
の
調
査
結
果
は
「
英
米
合
作
経

済
抗
戦
力
調
査
」
と
し
て
陸
軍
軍
部
に
も

報
告
さ
れ
た
。



無
視
さ
れ
た
英
米
合
作
経
済
抗
戦
力
調
査

ぼ
く
た
ち
英
米
班
＊
の
暫
定
報
告
は
九

月
下
旬
に
で
き
あ
が
っ
た
。
日
本
が
約
五

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
国
民
消
費
の
切
下
げ
に

対
し
、
ア
メ
リ
カ
は
十
五
～
二
十
パ
ー
セ

ン
ト
の
切
下
げ
で
、
そ
の
当
時
の
連
合
国

に
対
す
る
物
資
補
給
を
除
い
て
、
約
三
百

五
十
億
ド
ル
の
実
質
戦
費
を
ま
か
な
う
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
は
日
本
の
七
・
五
倍
に

あ
た
る
こ
と‥

‥

と
い
っ
た
内
容
の
も
の

で
あ
っ
た
。

（
有
澤
廣
巳
『
学
問
と
思
想
と
人
間
と
～
忘
れ
得

ぬ
人
々
の
思
い
出
』
毎
日
新
聞
社 

一
九
五
七
年
）



無
視
さ
れ
た
英
米
合
作
経
済
抗
戦
力
調
査

九
月
末
に
秋
丸
中
佐
は
こ
の
中
間
報
告

を
陸
軍
部
内
の
会
議
で
発
表
し
た
。‥

‥

杉
山
元
帥
が
最
後
に
好
評
を
行
っ
た
と
き
、

中
佐
は
愕
然
色
を
失
っ
た
。
元
帥
は
、
本

報
告
の
調
査
お
よ
び
そ
の
推
論
の
方
法
お

お
む
ね
完
璧
で
間
然
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

し
か
し
そ
の
結
論
は
国
策
に
反
す
る
。

‥
‥

陸
軍
首
脳
部
は
す
で
に
ル
ビ
コ
ン
河

を
渡
る
決
意
を
き
め
て
い
た
。
決
意
が
で

き
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
川
を
渡
る
こ
と
の

危
険
を
論
証
す
る
報
告
書
な
ど
は
、
そ
れ

こ
そ
百
害
あ
っ
て
一
利
も
な
い
と
い
う
の

だ
ろ
う
。

（
有
澤
廣
巳
『
学
問
と
思
想
と
人
間
と
～
忘
れ
得

ぬ
人
々
の
思
い
出
』
毎
日
新
聞
社 

一
九
五
七
年
）



有
澤
廣
巳
元
総
長
の
回
顧
談

「
戦
前
の
経
験
か
ら
い
い
ま
す
と
、
自
由

主
義
の
一
線
を
守
る
決
戦
的
な
場
面
と
い

う
も
の
は
あ
ま
り
な
い
。‥

‥

た
と
え
ば
、

戦
前
の
治
安
維
持
法
だ
っ
て
、
最
初
の
法

律
に
ち
ょ
び
ち
ょ
び
改
悪
が
加
え
ら
れ
て

い
く
。‥

‥

そ
れ
ほ
ど
重
大
だ
と
思
え
な

い
改
悪
が
、
眼
に
見
え
な
い
よ
う
に
積
み

重
ね
ら
れ
て
い
く
こ
と
に
注
意
し
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
。‥

‥

こ
れ
が
あ
の
事
件

の
教
訓
の
一
つ
で
す
」

「
二
十
年
前―

人
民
戦
線
事
件
回
顧
」

(

『
世
界
』
一
四
七
号
、
一
九
五
八
年
四
月)



西暦 年齢 久納好孚の生涯と戦前・戦中の法政大学

1921年 0歳 1月15日、朝鮮の仁川府の明照寺に生まれる

31年 10歳 9月、満州事変(九一八事変)

32年 11歳 5月、青年将校らが犬養首相を暗殺(五・一五事件)

33年 12歳 法政騒動(～34年)

36年 15歳 2月、青年将校らがクーデターを起こす(二・二六事件)

37年 16歳
7月、法政大学予科で皇道派の軍人・荒木貞夫が修身を担当

7月、盧溝橋事件（七七事変）

38年 17歳 2月、治安維持法違反で本学教員4名を検挙(人民戦線事件)

39年 18歳 4月、法政大学専門部に大陸部が新設される

40年 19歳 4月、法政大学専門部法律科入学

41年 20歳 12月、日本が真珠湾を攻撃し、太平洋戦争が始まる

42年 21歳 9月、法政大学卒業後、第11期海軍予備学生飛行科入隊

43年 22歳 8月、1年間の訓練を経て、海軍少尉に任官

44年 23歳
6月19日、マリアナ沖海戦で日本空母機動部隊壊滅
10月20日、連合軍、フィリピン・レイテ島上陸
10月21日、神風特攻隊・大和隊隊長としてセブ島から出撃

45年 - 8月15日、終戦



日
中
戦
争
が
泥
沼
化
す
る
中
、
政
府
は

「
東
亜
新
秩
序
建
設
論
」
＊ 

を
掲
げ
、
占

領
地
の
開
発
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た

め
、
大
学
に
対
し
関
係
学
科
の
設
置
を
要

請
し
た
。

＊
日
満
支
三
国
間
で
の
「
国
際
正
義
」
の
確
立
、

共
同
防
共
の
達
成
、
新
文
化
の
創
造
、
経
済

結
合
の
実
現
を
柱
と
す
る
大
陸
政
策

三
七
年

日
本
大
学
専
門
部
拓
殖
科

三
八
年

早
稲
田
大
学
東
亜
専
攻
科

法
政
大
学
専
門
部
大
陸
部

拓
殖
大
学
専
門
部
開
拓
科

三
九
年

明
治
大
学
興
亜
科

東
洋
大
学
拓
殖
科

四
〇
年

国
学
院
大
学
専
門
部
興
亜
科



大川周明(1886～1957)

大
川
周
明(

一
八
八
六
～
一
九
六
七)

法
政
大
学
大
陸
部
の
部
長
と
な
っ
た
の

は
、
五
・
一
五
事
件
を
起
こ
し
た
青
年
将

校
ら
国
家
主
義
思
想
の
精
神
的
指
導
者
で

あ
っ
た
大
川
周
明
で
あ
る
。

大
川
は
東
大
卒
業
後
、
ヘ
ン
リ
ー
・

コ
ッ
ト
ン
の
『
新
イ
ン
ド
』
を
読
ん
で
、

英
国
の
植
民
地
支
配
下
に
お
け
る
イ
ン
ド

の
惨
状
を
知
り
、
「
白
人
」
の
支
配
か
ら

ア
ジ
ア
を
解
放
す
る
こ
と
を
生
涯
の
テ
ー

マ
と
し
た
と
い
う
。



大川周明(1886～1957)

大
川
大
陸
部
部
長
の
新
入
生
へ
の
講
話

「
吾
々
の
先
輩
や
同
胞
は
支
那
に
於
て

戦
っ
て
い
る
。
而
し
て
ま
だ
こ
の
前
途
に

は
幾
多
の
困
難
が
介
在
す
る
だ
ろ
う
が
、

吾
々
は
此
処
で
中
途
半
端
に
止
め
る
こ
と

は
又
数
年
を
出
ず
し
て
大
規
模
の
抗
日
が

起
る
こ
と
に
な
る
が
故
、
此
際
徹
底
的
な

解
決
が
必
要
で
あ
る
。
」

編
纂
委
員
会
編
『
法
政
大
学
百
年
史
』

(

法
政
大
学
、
一
九
八
〇
年) 



大川周明(1886～1957)

大
川
大
陸
部
部
長
の
新
入
生
へ
の
講
話

「
若
し
近
き
将
来
に
於
い
て
戦
が
済
ん
で

も
、
そ
れ
は
干
戈
を
交
へ
る
戦
争
が
す
ん

だ
の
で
、
其
の
後
は
も
っ
と
困
難
な
問
題

が
あ
る
の
で
、
半
世
紀
の
間
如
何
に
此
の

東
亜
新
秩
序
を
基
く
か
は
君
達
の
重
大
な

任
務
で
あ
る
。
」

編
纂
委
員
会
編
『
法
政
大
学
百
年
史
』

(

法
政
大
学
、
一
九
八
〇
年)



戦
後
Ａ
級
戦
犯
と
な
っ
た
荒
木
と
大
川

学
生
を
戦
場
へ
と
駆
り
立
て
た
荒
木
貞

夫
と
大
川
周
明
は
、
戦
後
の
東
京
裁
判
で

Ａ
級
戦
犯
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
。

荒
木
は
終
身
刑
の
判
決
を
受
け
た
が
、

一
九
五
五
年
に
病
気
を
理
由
に
出
所
。

大
川
は
裁
判
中
に
精
神
に
異
常
を
き
た

し
た
と
し
て
免
訴
と
な
っ
た
。

東京裁判に出廷した被告たち



戦
時
下
の
法
政
大
学

戦
争
中
の
法
政
大
学
に
つ
い
て
、
歴
史

学
者
の
宮
永
孝
氏
は
、
次
の
よ
う
評
し
て

い
る
。

「
戦
争
中
、
法
政
大
学
は
軍
部
に
迎
合
し

て
生
き
た
。
戦
中
、
配
属
将
校
は
、
大
元

帥
陛
下
の
代
理
と
し
て
大
学
生
の
教
育
を

す
る
た
め
に
来
た
と
い
っ
て
い
ば
っ
て
お

り
、
教
練
中
に
「
か
し
こ
く
も…

…
」
を

何
度
も
い
い
、
学
生
に
不
動
の
姿
勢
を
と

ら
せ
た
。

ま
た
か
れ
ら
は
教
授
会
に
出
席
し
、
及

落
会
議
に
お
い
て
大
き
な
発
言
権
を
も
っ

て
い
た
。

教
師
ら
は
か
れ
ら
に
対
し
て
抵
抗
を
し

め
さ
ず
、
小
さ
く
な
っ
て
い
た
。
弁
解
の

で
き
な
い
卑
屈
さ
で
あ
る
。
」

宮
永
孝
「
昭
和
八
、
九
年
の
法
政
騒
動
」

(

社
会
志
林
五
九(

四)

、
二
〇
一
三
年
三
月) 



第三節 戦時下の大学生活



朝
鮮
の
大
田
中
学
校
を
卒
業
し
た
久
納

好
孚
は
、
一
九
四
〇
年
四
月
、
法
政
大
学

専
門
部
法
律
科
に
入
学
し
た
。

大
学
入
学
と
同
時
に
グ
ラ
イ
ダ
ー
部
に

所
属
し
て
二
級
滑
空
士
の
資
格
を
取
得
す

る
と
と
も
に
、
水
泳
部
に
も
所
属
し
た
。

〔
参
考
文
献
〕

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納

好
孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫 

一
九
九
五
年) 

昭和初期の富士見校舎



西暦 年齢 久納好孚の生涯と戦前・戦中の法政大学

1921年 0歳 1月15日、朝鮮の仁川府の明照寺に生まれる

31年 10歳 9月、満州事変(九一八事変)

32年 11歳 5月、青年将校らが犬養首相を暗殺(五・一五事件)

33年 12歳 法政騒動(～34年)

36年 15歳 2月、青年将校らがクーデターを起こす(二・二六事件)

37年 16歳
7月、法政大学予科で皇道派の軍人・荒木貞夫が修身を担当

7月、盧溝橋事件（七七事変）

38年 17歳 2月、治安維持法違反で本学教員4名を検挙(人民戦線事件)

39年 18歳 4月、法政大学専門部に大陸部が新設される

40年 19歳 4月、法政大学専門部法律科入学

41年 20歳 12月、日本が真珠湾を攻撃し、太平洋戦争が始まる

42年 21歳 9月、法政大学卒業後、第11期海軍予備学生飛行科入隊

43年 22歳 8月、1年間の訓練を経て、海軍少尉に任官

44年 23歳
6月19日、マリアナ沖海戦で日本空母機動部隊壊滅
10月20日、連合軍、フィリピン・レイテ島上陸
10月21日、神風特攻隊・大和隊隊長としてセブ島から出撃

45年 - 8月15日、終戦



久
納
好
孚
は
法
政
大
学
で
ど
の
よ
う
な

青
春
時
代
を
過
ご
し
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
？



法
政
大
学
で
の
青
春
時
代

（
大
田
中
学
時
代
の
同
級
生
・
平
沢
一
郎
氏

談
）

「
私
が
知
る
限
り
、
三
人
の
女
が
彼
に
夢

中
に
な
っ
た
ね
。
一
人
は
白
鳥
と
い
う
女

性
で
、
い
つ
も
電
車
の
中
で
久
納
を
見
て

た
ら
し
い
ん
だ
。
そ
れ
で
、
彼
の
後
を
つ

け
て
、
下
宿
を
突
き
と
め
て
手
紙
を
よ
こ

し
た
ん
で
す
。
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


法
政
大
学
で
の
青
春
時
代

（
大
田
中
学
時
代
の
同
級
生
・
平
沢
一
郎
氏

談
）

「
二
人
目
が
横
浜
の
写
真
屋
の
娘
で
ね
。

久
納
が
水
泳
部
で
同
じ
だ
っ
た
井
野
精
蔵

と
写
真
を
撮
り
に
い
っ
て
、
惚
れ
ら
れ

ち
ゃ
っ
た
。
東
京
ま
で
会
い
に
き
ち
ゃ
た

ん
で
す
。
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


法
政
大
学
で
の
青
春
時
代

（
大
田
中
学
時
代
の
同
級
生
・
平
沢
一
郎
氏

談
）

「
三
人
目
が
、
料
理
屋
の
娘
だ
ね
。
中
学

の
同
窓
会
を
や
っ
た
と
き
、
そ
こ
の
娘
が

一
目
惚
れ
し
ち
ゃ
っ
た
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


久
納
好
孚
は
軽
佻
浮
薄
な
青
年
だ
っ

た
の
か
？

チ
ャ
ラ
イ



法
政
大
学
で
の
青
春
時
代

（
大
田
中
学
時
代
の
同
級
生
・
平
沢
一
郎
氏
談
）

「
あ
る
夕
方
、
私
が
久
納
と
い
っ
し
ょ
に

歩
い
て
お
っ
た
ら
、
や
っ
ぱ
り
大
田
中
学

の
同
級
生
の
安
田
三
郎
と
道
で
ば
っ
た
り

会
っ
た
ん
だ
。
安
田
は
、
法
政
の
空
手
部

に
い
た
が
、
こ
れ
が
遊
び
人
で
『
お
い
、

洲
崎
へ
女
郎
買
い
に
い
こ
う
』
と
誘
う
ん

で
す
。
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


法
政
大
学
で
の
青
春
時
代

（
大
田
中
学
時
代
の
同
級
生
・
平
沢
一
郎
氏
談
）

「
『
よ
し
い
こ
う
』
と
、
私
は
久
納
を
無

理
矢
理
連
れ
て
い
っ
た
ん
だ
。
あ
と
で
久

納
は
、
き
ま
り
悪
そ
う
な
顔
し
て
い
た
か

ら
、
そ
れ
以
来
、
誘
う
の
は
や
め
ま
し
た
。

純
粋
な
ヤ
ツ
で
し
た
よ
。
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


一
九
四
一
年
、
久
納
好
孚
が
大
学
二
年
生

の
と
き
、
日
本
は
真
珠
湾
を
攻
撃
。
太
平

洋
戦
争
が
始
ま
っ
た
。



海
軍
飛
行
科
予
備
学
生
に

翌
一
九
四
二
年
、
久
納
好
孚
は
海
軍
予

備
学
生
飛
行
科
を
受
験
し
、
合
格
し
た
。

同
年
九
月
、
法
政
大
学
専
門
部
法
律
科

を
卒
業
し
た
彼
は
、
第
十
一
期
海
軍
飛
行

科
予
備
学
生
と
し
て
一
年
間
の
訓
練
の
受

け
、
四
三
年
八
月
、
海
軍
少
尉
に
任
官
し

た
。

〔
参
考
文
献
〕

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納

好
孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


久
納
好
孚
は
、
軍
国
主
義
者
だ
っ
た
の

か
？



軍
人
よ
り
も
実
業
家
に
な
れ

（
甥
の
久
納
慶
一
氏
（
一
九
三
一
～
）
談
）

「
あ
る
日
、
好
孚
叔
父
が
、
水
原
府
の
自

宅
に
や
っ
て
き
ま
し
て
、
『
お
前
は
、
将

来
な
ん
に
な
り
た
い
か
』
と
聞
く
ん
で
す
。

私
が
六
、
七
歳
の
こ
ろ
で
す
よ
。
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


軍
人
よ
り
も
実
業
家
に
な
れ

（
甥
の
久
納
慶
一
氏
談
）

「
私
た
ち
の
幼
い
こ
ろ
は
、
男
な
ら
将
来

の
夢
は
陸
軍
大
将
で
す
よ
。
（
中
略
）

『
陸
軍
大
将
』
と
答
え
ま
す
と
、
『
バ
カ

い
う
な
。
い
い
か
、
実
業
家
に
な
る
と
い

え
よ
』
な
ん
て
い
っ
て
ま
し
た
」

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
武
力
で
争

う
軍
人
で
は
な
く
、
知
力
を
競
う
実
業
家

を
め
ざ
せ
と
説
く
。

久
納
好
孚
は
、
そ
ん
な
青
年
で
あ
っ
た
。

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


第四節 戦場へ



久
納
好
孚
が
少
尉
に
任
官
し
た
こ
ろ
、

戦
争
は
新
た
な
局
面
を
迎
え
て
い
た
。

一
九
四
三
年
十
月
、
戦
況
の
悪
化
に

よ
っ
て
、
文
科
系
学
生
の
徴
兵
猶
予
が
停

止
さ
れ
、
終
戦
ま
で
に
陸
海
軍
合
わ
せ
て

約
十
万
人
の
学
生
が
動
員
さ
れ
た
。
「
学

徒
出
陣
」
で
あ
る
。

法
政
大
学
か
ら
も
少
な
く
と
も
約
三
五

〇
〇
名
弱
の
学
生
が
動
員
さ
れ
た
。

法政大学壮行会後の行進（1943年10月15日）



1943年10月21日、神宮外苑競技場で開かれた学徒出陣壮行会



久
納
好
孚
が
海
軍
少
尉
に
任
官
し
た
翌
年

(

一
九
四
四
年)

六
月
、
戦
争
は
大
き
な
転
機

を
迎
え
る
。

本
土
防
衛
の
最
重
要
拠
点
と
さ
れ
た
マ

リ
ア
ナ
諸
島
沖
海
戦
で
、
日
本
は
連
合
軍

に
大
敗
を
喫
し
、
七
月
、
サ
イ
パ
ン
島
が

陥
落
す
る
と
、
東
條
英
機
首
相
は
責
任
を

取
っ
て
内
閣
を
解
散
し
た
。



マリアナ諸島

連合軍の侵攻



な
ぜ
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
は
本
土
防
衛
の

最
重
要
拠
点
と
さ
れ
た
の
か
？



マリアナ諸島

戦略爆撃機 B-29 の

航続距離：6,600 km

（爆弾7,250 kg搭載時）



長崎・広島に原爆を投下したB-29もマリアナ諸島から発進した



Ｂ-

29
の
発
進
基
地
と
し
て
、
サ
イ
パ

ン
・
テ
ニ
ア
ン
な
ど
マ
リ
ア
ナ
諸
島
を
手

中
に
収
め
た
連
合
軍
は
、
次
に
東
南
ア
ジ

ア
か
ら
の
補
給
路
を
絶
つ
た
め
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
上
陸
作
戦
を
開
始
す
る
。



マリアナ諸島

連合軍の侵攻



連
合
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
、
久
納
好
孚

ら
の
部
隊
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
集
結
す
る
が
、

圧
倒
的
な
物
量
を
誇
る
連
合
軍
を
前
に
な

す
す
べ
を
失
っ
て
い
た
。



一
九
四
四
年
十
月
一
五
日
、
久
納
好
孚

は
、
有
馬
正
文
少
将
を
乗
せ
た
一
式
陸
上

攻
撃
機
を
護
衛
し
て
、
マ
ニ
ラ
東
方
に
現

れ
た
米
機
動
部
隊
の
攻
撃
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
動
き
は
連
合
軍
の
レ
ー

ダ
ー
に
察
知
さ
れ
、
有
馬
少
将
の
機
は
米

グ
ラ
マ
ン
機
の
迎
撃
を
受
け
て
撃
墜
さ
れ
、

久
納
も
多
く
の
部
下
を
失
っ
た
。

ツラギで撃墜された一式陸上攻撃機(1942年8月8日撮影) 

//upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/e/ec/Mitsubishi_G4M_Betty_splashed.jpg


護
衛
し
て
い
た
指
揮
官
機
を
撃
墜
さ
れ
、

多
く
の
部
下
を
失
っ
た
久
納
好
孚
は
、
つ

い
に
「
特
攻
」
を
決
意
す
る
。

久
納
の
最
後
の
姿
を
、
あ
る
報
道
班
員

は
こ
う
伝
え
て
い
る
。



報
道
班
員
が
見
た
久
納
好
孚

海
軍
士
官
の
中
で
も
飛
行
機
乗
に
は
寡

黙
な
人
達
が
多
い
が
、
と
り
わ
け
久
納
中

尉
は
め
っ
た
に
雑
談
な
ど
交
さ
ぬ
口
重
い

士
官
だ
っ
た
。
そ
の
為
、
所
々
の
基
地
で

会
う
ご
と
に
「
や
あ
ま
た
会
い
ま
し
た

ね
」
と
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
近
づ
い
て
は

ま
た
あ
っ
さ
り
立
ち
去
っ
て
い
く
と
い
う

風
で
あ
っ
た
。
し
か
し
性
格
は
明
る
く
何

時
で
も
口
先
に
微
笑
を
た
た
え
て
い
た
。

朝
日
新
聞
一
九
四
四
年
十
一
月
十
六
日
朝
刊



報
道
班
員
が
見
た
久
納
好
孚

中
尉
の
最
後
の
姿
を
見
か
け
た
の
は
十

月
十
五
日
の
夕
刻
で
あ
っ
た
。
（
中
略
）

指
揮
官
機
先
頭
に
輝
く
有
馬
少
将
が
敵
大

型
空
母
に
玉
と
砕
け
散
っ
た
日
＊
、
久
納

中
尉
は
指
揮
官
機
を
護
衛
し
て
出
撃
し
た

の
で
あ
る
。
そ
し
て
指
揮
官
機
の
壮
烈
な

最
期
を
見
と
ど
け
て
来
た
の
で
あ
っ
た
。

＊
有
馬
少
将
の
乗
っ
た
機
は
、
実
際
に
は
米
軍
機
に
撃
墜
さ

れ
て
い
た
が
、
当
時
の
新
聞
は
大
本
営
の
発
表
に
従
い
、

こ
う
報
道
し
て
い
た
。

朝
日
新
聞
一
九
四
四
年
十
一
月
十
六
日
朝
刊



報
道
班
員
が
見
た
久
納
好
孚

司
令
へ
の
報
告
の
中
で
、

「
私
が
生
還
で
き
た
の
は
終
始
僚
機
が
庇

護
し
て
く
れ
た
お
蔭
で
す
。
グ
ラ
マ
ン
十

数
機
に
食
い
下
が
ら
れ
て
も
僚
機
が
身
を

以
て
蹴
散
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
二

機
を
撃
墜
し
た
の
を
見
か
け
ま
し
た
が
、

そ
の
後
消
息
が
判
り
ま
せ
ん
。
残
念
で

す
。
」

朝
日
新
聞
一
九
四
四
年
十
一
月
十
六
日
朝
刊



一
九
四
四
年
十
月
二
一
日
、
つ
い
に
久

納
好
孚
の
最
期
の
日
が
訪
れ
た
。



久
納
好
孚
は
セ
ブ
島
の
基
地
か
ら
特
攻

に
出
撃
す
る
前
夜
、
あ
る
こ
と
し
て
い
た
。

そ
れ
は
何
か
？

①
大
酒
を
飲
ん
で
泥
酔
す
る

②
上
官
と
大
喧
嘩
を
す
る

③
慰
安
所(

風
俗
店)

へ
遊
び
に
行
く

④
ピ
ア
ノ
を
弾
く

Ｑ

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


戦
友
が
見
た
出
撃
前
夜
の
久
納
好
孚

久
納
中
尉
と
予
備
学
生
時
代
の
同
期

だ
っ
た
佐
藤
則
安
中
尉
は
、
戦
闘
三
〇
六

の
分
隊
長
と
し
て
こ
の
夜
、
セ
ブ
基
地
に

い
た
。‥

‥

夕
食
の
と
き
が
く
る
。
階
下

の
士
官
用
食
堂
に
搭
乗
員
、
整
備
員
の
士

官
が
集
ま
る
。
食
事
が
終
わ
る
と
、
士
官

た
ち
は
さ
さ
や
か
な
団
欒
を
楽
し
む
。
久

納
中
尉
は
、
食
卓
を
背
に
し
て
、
静
か
に

ピ
ア
ノ
を
弾
き
は
じ
め
た
。

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


戦
友
が
見
た
出
撃
前
夜
の
久
納
好
孚

佐
藤
氏
は
、
「
久
納
の
弾
い
て
い
た
曲

は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
『
月
光
』
だ
っ
た

よ
」
と
、
戦
後
語
っ
て
い
る
。

大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男
～
海
軍
中
尉
久
納
好

孚
の
生
涯
』 (

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五
年) 

http://sidenkai21.cocot.jp/m693.html


NHKスペシャル「映像の世紀」より



久納好孚が最後に飛び立ったフィリピン・セブ島

「
特
攻
」
へ
と
飛
び
立
っ
た
久
納
好
孚
は
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？



久
納
好
孚
の
「
特
攻
」
は
、
日
本
側
の

記
録
で
は 
「
戦
果
未
確
認
」
と
な
っ
て
い

る
。し

か
し
、
連
合
軍
側
の
記
録
に
よ
れ
ば
、

こ
の
日
午
前
六
時
五
分
、
戦
艦
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
が
、
日
本
軍
機
の
特
攻
を
受
け
、

艦
長
（
写
真
中
央
）
以
下
三
〇
名
が
死
亡
、

六
四
名
が
負
傷
し
た
。

一
説
に
は
、
こ
れ
が
久
納
好
孚
の
機
で

は
な
い
か
と
い
う
。

H.M.A.S. Australia (September 1944) 



過
去
の
質
問
か
ら

Ｑ

久
納
好
孚
さ
ん
以
外
に
も
、
本
学
出
身

で
特
攻
隊
員
に
な
っ
た
人
は
い
た
の
で

し
ょ
う
か
？



出撃日 氏名・階級（出身） 部隊名 （ ）内は戦没地
1944年
10月21日 久納好孚中尉（予備学11期） 大和隊（フィリピン沖）

1945年
3月11日 宮澤宏男中尉（予備学13期） 梓特別攻撃隊（ウルシー環礁）

福島元康少尉（予備学13期） 梓特別攻撃隊（ウルシー環礁）
4月12日 竹口 正少尉（予備学13期） 神風特別攻撃隊第二七生隊（与論島東方海域)

大平誠志少尉 神風特別攻撃隊第二〇振武隊
14日 平林勇作少尉（予備学14期） 神風特別攻撃隊第一昭和隊（徳之島東方）

小野寺朝男少尉（予備学14期)
竹内秀雄少尉（予備学13期） 第四神風桜花特別攻撃隊神雷部隊（沖縄周辺）

16日 三好重成少尉（予備学13期） 神風特別攻撃隊皇花隊（嘉手納沖）
5月 4日 中島之夫少尉（予備学14期） 神風特別攻撃隊第一魁隊（沖永良部島近海）

中谷栄一
6日 鮫島 豊少尉 陸軍特攻第五一振武隊

北澤元治少尉 陸軍特攻第五五振武隊（沖縄中城湾）
11日 坪谷幸一少尉
14日 本田耕一少尉（予備学14期） 神風特別攻撃隊第六筑波隊（種子島東方）

＊『海軍飛行科予備学生・生徒史』(同刊行会、1988年）などをもとに作成



宮
澤
宏
男(
一
九
二
二
？
～
四
五)

愛
知
県
出
身
。
一
九
四
五
年
三
月
、
梓

特
別
攻
撃
隊
と
し
て
カ
ロ
リ
ン
諸
島
ウ
ル

シ
ー
環
礁
に
出
撃
し
、
戦
死
。
享
年
二
三

歳
。

〔
参
考
文
献
〕

神
野
正
美
『
梓
特
別
攻
撃
隊
』 (

光
人
社
、
二
〇
〇
〇

年) 



愛知縣護國神社



宮澤宏男氏の遺品（愛知縣護國神社・愛知平和記念館蔵）



鮫
島

豊(

一
九
二
一
？
～
四
五)

鹿
児
島
県
出
身
。
法
政
大
学
元
ア
イ
ス

ホ
ッ
ケ
ー
部
選
手
。
一
九
四
五
年
五
月
六

日
、
陸
軍
特
攻
第
五
十
一
振
武
隊
と
し
て

沖
縄
西
方
面
に
出
撃
し
、
戦
死
。
享
年
二

四
歳
。

〔
参
考
文
献
〕

大
貫
健
一
郎
・
渡
辺
考
『
特
攻
隊
振
武
寮
』 (

講
談
社
、

二
〇
〇
九
年) 

右
写
真
は
ご
遺
族
よ
り
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。



陸軍特攻第五十一振武隊１２名



本
田
耕
一(

一
九
二
三
？
～
四
五)

兵
庫
県
出
身
。
法
政
大
学
元
野
球
部
一

塁
手
。
一
九
四
五
年
五
月
一
四
日
、
神
風

特
別
攻
撃
隊
第
六
筑
波
隊
隊
員
と
し
て
沖

縄
方
面
へ
出
撃
、
種
子
島
東
方
で
戦
死
。

享
年
二
二
歳
。

〔
参
考
文
献
〕

北
影
雄
幸
『
六
大
学
学
徒
出
陣
の
特
攻
』

 (

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年) 



神風特別攻撃隊筑波隊総員８４名（神風舎前にて）



最
後
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

本
田
耕
一
氏
の
最
後
の
よ
う
す
に
つ
い

て
、
当
時
海
軍
報
道
班
員
だ
っ
た
作
家
の

山
岡
荘
八
は
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
石
丸
進
一
少
尉
は
兄
と
共
に
職
業
野
球

の
名
古
屋
軍
に
は
い
っ
て
い
た
こ
と
が
あ

る
と
か
で
、
本
田
耕
一
少
尉
と
共
に
よ
く

キ
ャ
ッ
チ
・
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た
が
、
い

よ
い
よ
出
撃
の
命
が
下
り
、
司
令
の
訓
示

が
済
む
と
同
時
に
、
二
人
で
校
庭
に
飛
び

出
し
て
最
後
の
投
球
を
は
じ
め
た
。

『
ス
ト
ラ
イ
ク
！
』
今
も
ハ
ッ
キ
リ
と

そ
の
声
は
私
の
耳
に
残
っ
て
い
る
。

彼
等
は
十
本
ス
ト
ラ
イ
ク
を
通
す
と
、

ミ
ッ
ト
と
グ
ロ
ー
ブ
を
勢
い
よ
く
投
げ
出

し
、
「
こ
れ
で
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
。

報
道
班
員
さ
よ
う
な
ら
ッ
」
大
き
く
手
を

振
り
な
が
ら
戦
友
の
あ
と
を
追
っ
た
。
」

山
岡
荘
八
「
最
後
の
従
軍
」

（
朝
日
新
聞
一
九
六
二
年
八
月
八
日
）



「
特
攻
」
が
実
施
さ
れ
た
一
九
四
四
年
十

月
二
十
一
日
か
ら
終
戦
ま
で
の
十
ヶ
月
間

に
、
特
攻
隊
員
と
し
て
戦
死
し
た
若
者
の

数
は
？

①
一
〇
〇
名
以
下

②
五
〇
〇
名
前
後

③
一
〇
〇
〇
名
前
後

④
五
〇
〇
〇
名
以
上Ｑ



特
攻
隊
慰
霊
顕
彰
会
編
『
特
別
攻
撃

隊
』
の
集
計
に
よ
れ
ば
、
「
特
攻
」
に
よ

る
戦
死
者
は
、
一
九
四
四
年
十
月
の
作
戦

開
始
か
ら
終
戦
ま
で
の
十
ヶ
月
（
二
九
九

日
）
間
に
、
航
空
機
に
よ
る
者
だ
け
で
三

九
四
八
名
（
海
軍
二
五
三
一
名
、
陸
軍
一

四
一
七
名
）
。
特
殊
潜
航
艇
や
特
殊
舟
艇

に
よ
る
者
を
含
め
る
と
五
八
四
五
名
に
及

ん
だ
。



久
納
好
孚
が
「
特
攻
」
に
出
撃
し
た

七
ヵ
月
後
、
東
京
大
空
襲
に
よ
り
本
学
の

第
一
校
舎
、
第
二
校
舎
は
焼
失
し
た
。

そ
れ
か
ら
三
ヵ
月
後
、
日
本
は
終
戦
を

迎
え
た
。

1944年5月25日、空襲により焼失した第一校舎



第五節 遺族に送られた卒業証



一
九
九
〇
年
、
法
政
大
学
で
は
学
徒
出

陣
＊
し
、
再
び
大
学
に
戻
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
学
生
に
卒
業
証
を
交
付
し
た
。 

戦
災
を
免
れ
、
学
籍
簿
が
残
っ
て
い
た

一
四
六
名
を
追
跡
調
査
し
た
結
果
、
三
五

名
の
戦
没
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
う
ち
十
名

の
遺
族
に
卒
業
証
が
授
与
さ
れ
た
。

＊
法
政
大
学
史
委
員
会
が
二
〇
一
七
年
に
発
表
し
た
『
法
政

大
学
と
出
陣
学
徒
事
業
報
告
書(

上)

』
に
よ
れ
ば
、
本
学

か
ら
の
出
征
者
は
三
三
九
五
名
、
戦
没
者
は
六
九
四
名
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

戦没学生の遺族（1990年度学位記授与式・大学史編纂室提供）



阿
利
莫
二
総
長(

当
時)

の
式
辞

「
大
学
は
、
こ
れ
ら
の
（
学
徒
出
陣
し

た
）
人
た
ち
を
、
当
時
歓
呼
の
声
で
送
り

ま
し
た
。
時
の
力
に
抗
し
難
か
っ
た
と
は

い
え
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

法
政
大
学
は
今
こ
こ
に
全
学
を
挙
げ
、

改
め
て
そ
の
こ
と
に
思
い
を
致
し
、
大
学

と
し
て
責
任
を
果
た
す
こ
と
に
し
ま
し

た
」

戦没学生遺族に卒業証を渡す阿利総長（1990年度学位記授与式）



本
学
で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
Ｈ
Ｏ
Ｓ
Ｅ
Ｉ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
通
じ
て
、
い
ま
も
戦
争

の
記
憶
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
の
活
動
が

続
け
ら
れ
て
い
る
。



日
本
の
植
民
地
統
治
下
に
あ
っ
た
朝
鮮

に
育
ち
な
が
ら
も
、
偏
狭
な
自
民
族
中
心

主
義
（eth

n
o
cen

trism
）
に
陥
ら
な
い
心

優
し
い
青
年
。

武
力
で
争
う
軍
人
よ
り
も
、
知
力
を
競

う
実
業
家
を
選
べ
と
説
い
た
青
年
。

そ
ん
な
青
年
を
「
特
攻
」
へ
と
駆
り
立

て
た
戦
争
。

久
納
好
孚
は
、
二
三
年
と
い
う
短
い
生

涯
を
通
じ
て
、
私
た
ち
に
ア
ジ
ア
の
人
々

と
の
友
好
の
大
切
さ
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と

平
和
の
尊
さ
を
教
え
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。



日
本
国
憲
法
第
九
条

第
九
条
（
戦
争
放
棄
、
軍
備
及
び
交
戦
権

の
否
認
）

１

日
本
国
民
は
、
正
義
と
秩
序
を
基
調

と
す
る
国
際
平
和
を
誠
実
に
希
求
し
、
国

権
の
発
動
た
る
戦
争
と
、
武
力
に
よ
る
威

嚇
又
は
武
力
の
行
使
は
、
国
際
紛
争
を
解

決
す
る
手
段
と
し
て
は
、
永
久
に
こ
れ
を

放
棄
す
る
。

２

前
項
の
目
的
を
達
す
る
た
め
、
陸
海

空
軍
そ
の
他
の
戦
力
は
、
こ
れ
を
保
持
し

な
い
。



参
考
文
献

一
．
大
野
芳
『
神
風
特
攻
隊
ゼ
ロ
号
の
男

～
海
軍
中
尉
久
納
好
孚
の
生
涯
』 

(

光
人
社
Ｎ
Ｆ
文
庫
、
一
九
九
五

年
）

二
．
神
野
正
美
『
梓
特
別
攻
撃
隊
』(

光

人
社
、
二
〇
〇
〇
年)

三
．
北
影
雄
幸
『
六
大
学
学
徒
出
陣
の
特

攻
』(

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
一
年)

四
．
ロ
ー
ラ
・
ハ
イ
ン
『
理
性
あ
る
人
び

と 

力
あ
る
言
葉―

大
内
兵
衛
グ

ル
ー
プ
の
思
想
と
行
動
』(

岩
波
書

店
、
二
〇
〇
七
年)

五
．
大
塚
健
洋
『
大
川
周
明
と
近
代
日

本
』
（
木
鐸
社
、
一
九
九
〇
年
）

六
．
『
海
軍
飛
行
科
予
備
学
生
・
生
徒

史
』(

同
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
、

非
売
品)

七
．
法
政
大
学
史
委
員
会
編
『
「
法
政
大

学
と
出
陣
学
徒
」
事
業
報
告
書

(

上)

』(

二
〇
一
七
年)


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 「俺は、君のためにこそ死にに行く」(東映 2007年公開)
	スライド 4: 序説　日本人とは？
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7: 序説　日本人とは？
	スライド 8: 序説　日本人とは？
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12: 序説　日本人とは？
	スライド 13: 序説　日本人とは？
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19: 序説　日本人とは？
	スライド 20
	スライド 21: 序説　日本人とは？
	スライド 22: 序説　日本人とは？
	スライド 23: NHKスペシャル日本と朝鮮半島第02回「三一独立運動と親日派」より
	スライド 24
	スライド 25
	スライド 26
	スライド 27
	スライド 28
	スライド 29
	スライド 30
	スライド 31
	スライド 32
	スライド 33
	スライド 34
	スライド 35
	スライド 36
	スライド 37: 東アジアの武人支配と文官統制
	スライド 38: 　　　　犬養毅（1855～1932）
	スライド 39
	スライド 40: 荒木貞夫(1877～1966)
	スライド 41: 荒木貞夫(1877～1966)
	スライド 42
	スライド 43
	スライド 44
	スライド 45
	スライド 46
	スライド 47
	スライド 48
	スライド 49
	スライド 50
	スライド 51
	スライド 52
	スライド 53
	スライド 54
	スライド 55
	スライド 56: 　　　　東京裁判に出廷した被告たち
	スライド 57
	スライド 58
	スライド 59
	スライド 60
	スライド 61
	スライド 62
	スライド 63
	スライド 64
	スライド 65
	スライド 66
	スライド 67
	スライド 68
	スライド 69
	スライド 70
	スライド 71
	スライド 72
	スライド 73
	スライド 74
	スライド 75
	スライド 76: 1943年10月21日、神宮外苑競技場で開かれた学徒出陣壮行会
	スライド 77
	スライド 78
	スライド 79
	スライド 80
	スライド 81
	スライド 82
	スライド 83
	スライド 84
	スライド 85
	スライド 86
	スライド 87
	スライド 88
	スライド 89
	スライド 90
	スライド 91
	スライド 92
	スライド 93
	スライド 94: NHKスペシャル「映像の世紀」より
	スライド 95
	スライド 96
	スライド 97
	スライド 98
	スライド 99
	スライド 100
	スライド 101
	スライド 102
	スライド 103
	スライド 104
	スライド 105
	スライド 106
	スライド 107
	スライド 108
	スライド 109
	スライド 110
	スライド 111
	スライド 112
	スライド 113
	スライド 114
	スライド 115
	スライド 116

